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人工知能（AI）の技術を適用した映像解析はさまざまな

シーンでの活用が期待されています．フューチャースタン

ダードは，使いやすい映像解析アルゴリズムを安く提供し，

お客さまがソリューションを自由に開発できる環境を提供

することを目指して，映像解析プラットフォーム「SCORER

（スコアラー）」を提供しています．人の動きや自動車の動き

などの24時間365日の映像を捉え，解析することで新しい価

値を生み出す動きを支援するビジネスです．

ここでは，私が起業するに至った経緯，ビジネスを推進

する上で大切にしている考え方，フューチャースタンダー

ドのビジネスの特色などを紹介していきたいと思います．

気がついたころからパソコンがあった

私は，生まれたころからパソコンが家にあり，2才のころ

にはパソコンを触っていたと聞いています．フロッピー

ディスクすらなく，カセットテープにデータを記録するよ

うな時代です．その後，小学生のころにはパソコンでゲー

ムをするだけでなく，外部入力で8ミリビデオの映像をパ

ソコンに取り込んだり，今で言うホームページの前身のよ

うなものを作ったりしていました．

パソコンを含めたITが当たり前にある生活をしていまし

た．ディジタルネイティブの走りですが，今の若い人のよ

うに完成されたスマートフォンからITに触れるのではな

く，工夫の余地があるパソコンから使ってきたことは良い

経験だったと感じています．

大学は東京理科大学に進学しました．実は，第一希望の

大学に合格できなかったことがコンプレックスになってい

ました．そのとき，周囲の学生との違いを確認する方法と

して，培ってきたITのスキルが役立つと感じました．家庭

教師やハンバーガーショップのアルバイトに加えて，パソ

コンスクールの教師のアルバイトをしたことは，私にとっ

て一つの転機になりました．

パソコンスクールでは，ITのスキルを教えるわけですが，

これが教える相手によって皆，さまざまな反応をするので

す．ご高齢の方にはゆっくりと話す必要がありますし，頭

の回転が早い方に同じ話を繰り返したらイライラされてし

まいます．ITのスキルを教えるといっても，ビデオ講義の

ような画一的な方法ではなく，人間が相手に合わせて教え

ることが重要だと感じたのです．パソコンスクールですか

ら，テクニカルスキルが高いことは重要ですが，ヒューマ

ンスキルも磨く必要があることを学びました．

この体験から，あらゆるものが「交渉」なのだという考え

方が生まれました．ITスキルは必要ですが，取引関係を広

げていくには相手に合わせてマッチングさせる能力も同様

に求められます．ITスキルを生かすには，ヒューマンスキ

ルの裏付けが必要なのです．テクノロジーとヒューマンの

バランスの重要性を学んだことは，後のビジネスでも生か

されています．

緊急地震速報の研究からトレーダーへ

大学卒業後は，東京大学大学院へ進学し，地震研究所で

緊急地震速報システムの改善の研究をしました．センサと

ネットワークを駆使したシステムで，IoT（モノのインター

ネット）の基礎ともいえる研究です．研究もアルバイトも

IT寄りでしたから，就職活動もIT関連企業が当初のター

ゲットでした．

ところが，大学院で学ぶうちにITのイメージが変わって

きました．ITは目的があって使うもので，できて当たり前，

できないと怒られるという“減点方式”だと感じていました．

ところが，儲けるためにITを使うような“掛け算”の考え方

があることを知るようになります．緊急地震速報システム

は地震計などのセンサのデータを扱いますが，同じデータ

分析力を使って株価などのデータを扱って利益を出すこと

もできるのです．「地震も株価も揺れるよ」と言われシティ

バンクに入社し，トレーダーへの道を進みました．

シティバンクでは，大学院の研究とは異なる視点が求め

られました．株価には過去からの膨大なデータがあります．

しかし，データだけを支点にして物事を見るのではなく，

より定性的に物事を捉えることが必要だということです．

例えば「会社四季報を見て感覚をつかむ」といったトレー

ダーとしての物の見方を叩き込まれました．ここで学んだ
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ことは，すべてのテーマは多面的に構成されているという

ことです．定量的なデータから見えることもあるし，四季

報の紙面から定性的に感じることもあります．そうした多

面性を理解することが，世の中を読み解くために必要だと

いうことです．

当時のシティバンクでは働き方改革の時代を先取りする

ように，副業が認められていました．実際には不動産ビジ

ネスなどを手がける社員に向けた制度だったと思います

が，ベンチャーの仕事を申請書に書いて副業を申請したと

ころ認められました．最初の起業をすることになったので

す．ホームページの受託制作，オンラインゲームの作成と

いったIT系のビジネスを手がけることになりました．

お客さまを考える必要性を学ぶ

シティバンクの社員と並行して，副業でベンチャービジ

ネスを立ち上げてから数年は，会社の仕事を終えてから1日

2時間ほどプログラムを開発する日々が続きました．アイ

デアの一つは，「ネット上のたくさんの服の画像データを，

自分に着せられるようなシステムを作ったら，EC（電子商

取引）で服を購入する際に使ってもらえるのではないか」と

いうものでした．技術的にも，服のデータを多くの三角形

に分割し，標準的なマネキンにマッチングさせ，さらに利

用者の写真から得た体型にマッチングさせる2段階の変換

で，実用可能なことを検証しました．

開発した結果，1回の変換を100円程度の安価なコストで

提供できるようになり，これは使ってもらえるだろうと売

り込みに行きました．しかし，なかなか採用に至りません．

ここで考えなければいけなかったのは，技術的な解決だけ

でなく，お客さまが誰なのかということでした．ネットで

着せ替えをしてもらうサービスを提供するとなると，お客

さまはECに出店している服飾メーカや商店です．多くは

ITに支払うお金があまりありませんし，そもそも新しいも

のへの投資に積極的ではありません．ここでも，技術側の

一つの軸からものを見ているだけではダメだということを

体感しました．

同時に，着せ替えをしようとするユーザがどうやって自

分の全身の写真を撮るかという課題にもぶつかりました．

鏡の前でスマホを使って撮影すると，自分の手とスマホが

どうしてもじゃまになります．そこで鏡に貼り付ける小型

カメラを用意して，シャッタボタンを押してから3秒後に

撮影する仕組みを考えました．これならば，手が映らずに

全身の写真が撮れます．鏡に貼り付けられるカメラの製造

に着手しました．

上った山を降りる決断をどこでするか

鏡に貼り付けて全身をきれいに撮れるカメラと，ネット

上の着せ替えの仕組みを使って，ビジネスを展開しようと

していたとき，新たな転機が訪れました．

インキュベイトファンドのジェネラル・パートナーであ

る和田圭祐氏に相談に乗ってもらったときのことです．

「カメラのアイデアは面白いけれど，君には服のビジネス

は合わないよ」と厳しいアドバイスをいただきました．こ

れまでの副業の成果が否定されたわけですが，カメラを

使ったビジネスに対しては評価をいただき，投資をしても

らえることになりました．そこで本腰を入れて起業するた

め，シティバンクを退職し，カメラを作る事業を立ち上げ

るためにプロトタイプを作りあげました．3年間かけて

作ってきた着せ替え用のプログラムを，30分の相談で諦め

ることにしたのです．

そのころ，キックスターターから，私が作ったプロトタ

イプよりも優れた貼付け型の小型カメラが出てきました．

カメラというハードウェアの開発では，必ずこうした競合

との勝負になってしまいます．ここで，カメラのビジネス

にも見切りを付けます．カメラは安くていいものがばらま

かれるようになると見切りました．一方で，そのカメラで

撮影した映像を解析する必要性が高まってくることにチャ

ンスを見出したのです．インフラ会社が持つ電柱などにカ

メラを取り付け，映像解析することでさまざまな情報を分

析するインフラを提供しようと方向転換しました．それが

現在のフューチャースタンダードの基礎になりました．

ここでは，トレーダー時代に学んだ「損切」の概念が役

立っています．頂上まで登った山は，高みから降りないと

次の山に登れません．投資も，含み益だけでは次の投資が

できません．損失があったとしてもいったん売らないと，

次の投資ができないのです．ビジネスも同じだと感じてい

ます．ビジネスの今の山の高さを考えながら，他の高い山

に登るために，山を降りるタイミングを常に考える必要が

あるのです．

技術を仮想化して使いまわせるように

フューチャースタンダードでは，24時間365日の映像を

記録して，映像を解析して新しい価値を提供することをビ

ジネスの柱に据えました．「自分たちが必要だと思うもの

を作ったら，使われるようになるのでは」という仮説を，

ビジネスで検証しているところです．

映像解析や画像解析は，これまで実際に役立つだけの環

境が整っていませんでした．24時間の映像を撮影し続ける

カメラも，取得した映像を解析するエンジンも，エンジン

を動かすプラットフォームも，それぞれが発達の途上に

あって，「車輪の再発明が常に起きている」状況だったので

す．そうした状況では映像解析が，下手をすると手段では

なく目的になってしまいます．もっと自由に技術開発の成

果を活用できるようにするには，それぞれをモジュール化

して，本来の目的にあったモジュールを選んで使えるよう

にすることが必要です．

フューチャースタンダードは，映像解析プラットフォー
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ム「SCORER」で，サービスをモジュール化して提供しま

した．まず，USBカメラと映像解析エンジンを搭載したシ

ングルボードコンピュータのRaspberry Pi 3を組み合せた

「SCORER Edge」を提供しました．カメラと映像解析エン

ジンをセットにしたモジュールで，情報を収集する“エッ

ジ”で手軽に映像解析までできるものです．

さらに2017年12月には，「SCORER Cloud Processing」の

提供を初めました．これは，複数の映像解析エンジンを自

由に入れ替えて使えるクラウドサービスです．これまでは

映像解析をしようとする企業は一からオーダメードでシス

テムを作る必要がありました．しかし，今はディープラー

ニングなどの最新の成果を生かしたエンジンがたくさんあ

ります．ソリューションとしての目的に適したエンジンを

選んで映像解析をできるようにすることで，誰でもAIの成

果を利用できるようにしました．

私たちは，独自の映像解析エンジンを作るといったよう

な尖った技術は持っていません．一方で，さまざまな最新

の技術と，企業などが達成したい目的の間をつなぐノウハ

ウは多く蓄積しています．技術そのものが仮想化していく

中で，適材適所で入れ替えて使えるコネクターをプラット

フォームとして提供するのがフューチャースタンダードの

一つの役割だと考えています．安く使えて，目的に応じた

エンジンを自由に選べて，ニーズの増減に対応できる仕組

みを用意して，AIを「作る」から「使う」へと変えていくと

きのギャップを埋めていきます．

コネクターの役割を的確に提供するには，物事を多面的

に見ていく視点，変化の兆しが見えたときにすぐに実行で

きる瞬発力，技術だけでなく人間から学ぶバランス感など

が必要です．私が子どもの頃から学生，社会人として蓄積

してきた経験が，フューチャースタンダードのビジネス展

開を支えていると感じています． （2018年2月13日受付）
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